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『
正
徳
和
韓
唱
酬
録
』
は
、
大
坂
か
ら
江
戸
、
そ
し
て
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で
、

す
な
わ
ち
正
徳
元
年
菊
秋
（
九
月
）
の
初
対
面
か
ら
同
年
臘
月
十
八
日
の
別
離

ま
で
の
往
還
に
お
け
る
、
幸
野
と
東
郭
な
ど
と
の
相
互
唱
和
や
筆
語
唱
酬
を
月

日
順
・
旅
程
順
に
書
き
付
け
た
書
で
あ
る
。
本
文
中
に
は
数
か
所
、
著
者
の
簡

略
な
解
説
が
挿
入
さ
れ
、
か
つ
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
自
注
が
随

所
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
詩
の
唱
和
と
筆
語
唱
酬
は
、
贈
詩
と
次
韻
、
問

（
「
稟
」
）
と
答
が
各
々
対
応
形
式
で
載
録
さ
れ
て
お
り
、
相
互
唱
和
と
問
答
応

酬
の
妙
を
う
か
が
う
に
便
利
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
最
初
に
「
大
阪
前
録
」
（
現
存
本
は
す
べ
て
「
大
阪
」
な
る
字
で

示
す
）
と
い
う
項
目
を
掲
げ
、
幸
野
と
東
郭
ら
と
の
初
対
面
に
お
け
る
相
互
の

通
刺
、
自
己
紹
介
の
筆
語
（
筆
談
）
か
ら
始
ま
り
、
「
辛
卯
菊
秋
」
の
詩
の
唱
和

・
筆
語
問
答
、
「
西
京
筆
語
」
を
経
て
、
「
辛
卯
陽
月
上
輔
（
十
月
上
旬
）
」
の

富
士
山
に
関
す
る
唱
和
、
「
辛
卯
孟
冬
・
初
冬
（
十
月
）
十
六
日
」
の
武
州
に
お

け
る
幸
野
の
作
詩
、
そ
し
て
江
戸
で
の
唱
和
と
筆
語
を
排
し
、
帰
途
は
「
大
磯

駅
」
「
小
田
（
原
）
駅
舎
」
で
の
唱
和
と
筆
語
、
「
辛
卯
初
冬
」
の
清
見
寺
（
静

岡
県
清
水
市
）
に
お
け
る
唱
和
と
筆
語
を
叙
す
、
と
い
う
順
序
で
書
き
記
さ
れ

て
い
く
。
宰
野
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
、
尾
州
で
一
行
と
一
旦
別

れ
て
道
を
勢
州
に
と
り
、
伊
勢
詣
で
を
済
ま
せ
、
京
を
経
て
大
坂
に
帰
り
、
大

は
、
こ
の
献
呈
本
の
原
本
が
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
綱
紀
は
、
正

徳
二
年
七
月
十
五
日
に
参
勤
の
途
に
就
い
た
か
ら
、
藩
主
へ
の
本
書
献
呈
は
、

幸
野
が
同
年
某
月
に
帰
藩
し
て
か
ら
、
遅
く
と
も
七
月
中
旬
ま
で
の
間
で
あ
っ

た
と
い
う
推
定
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

’
一
一

坂
の
地
で
一
行
と
再
会
し
た
。
最
後
の
交
流
の
地
と
な
っ
た
大
坂
で
は
、
再

会
（
「
大
阪
重
逢
」
）
と
惜
別
な
ど
の
詩
の
唱
和
と
筆
語
問
答
の
応
酬
が
「
季
冬

（
十
二
月
）
十
夕
」
「
辛
卯
臘
月
上
淀
」
「
辛
卯
季
冬
上
淀
」
「
辛
卯
臘
月
上
淀
」

「
辛
卯
臘
月
十
有
八
日
」
「
辛
卯
季
冬
日
」
の
日
付
な
ど
を
付
し
て
排
列
さ
れ

て
い
る
。

収
録
さ
れ
た
詩
の
数
は
、
贈
詩
な
ら
び
に
次
韻
な
ど
す
べ
て
を
合
わ
せ
て
五

一
首
に
及
び
、
こ
れ
を
詩
形
別
に
分
類
す
る
と
、
五
言
絶
句
四
、
七
三
絶
句
三

三
、
五
言
律
詩
二
、
七
言
律
詩
一
二
と
な
り
、
作
者
別
で
は
幸
野
一
八
、
東
郭

一
六
、
涯
隻
六
、
竜
湖
五
、
鏡
湖
五
、
平
泉
一
を
数
え
得
る
。
詩
の
主
題
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
人
的
交
流
、
友
誼
、
往
還
の
風
景
、
旅
情
、
奉
謝
が
詠
ぜ
ら

れ
、
同
時
期
の
他
の
唱
和
集
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
露
骨
な
派
閥
意
識
は
あ
ま
り

表
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
桑
韓
唱
酬
の
事
実
に
即
し
た
偏
頗
の
な
い
記
録
と
し
て

の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
筆
語
に
お
い
て
政
治
問
題
が
論
議
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
。

詩
ま
た
は
筆
語
が
書
中
に
掲
赦
さ
れ
た
人
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
通
信
使
側

で
は
李
東
郭
が
最
多
登
場
回
数
を
誇
り
、
こ
れ
に
南
乏
里
（
聖
重
、
従
事
官
書

記
）
、
厳
竜
湖
（
漢
重
、
副
使
道
書
記
）
、
洪
鏡
湖
（
舜
術
、
正
使
道
書
記
）
、
趙

平
泉
（
泰
億
、
正
使
）
、
奇
斗
文
（
斗
文
は
名
、
嘗
百
軒
と
号
す
、
良
医
）
、
李
花

篭
（
爾
芳
、
写
字
官
）
、
鄭
哨
官
（
幸
野
は
哨
官
を
名
と
注
す
が
、
こ
れ
は
官
名

で
あ
ろ
う
）
、
朴
直
長
（
泰
信
、
直
長
は
官
名
）
、
金
哨
官
（
世
珍
、
宰
野
に
よ
る

と
名
は
益
声
、
哨
官
は
官
名
）
、
洪
峻
屹
（
製
述
官
小
童
）
が
順
次
登
場
し
、
詩

及
び
筆
語
な
ど
で
名
の
み
記
さ
れ
た
人
物
と
し
て
は
、
壼
谷
先
生
（
南
竜
翼
、

明
暦
通
信
使
従
事
官
）
、
呂
祐
吉
（
癌
溪
、
慶
長
通
信
使
正
使
）
、
慶
暹
（
七
松
、

同
副
使
）
、
丁
好
寛
（
一
翠
、
同
従
事
官
）
、
雪
月
堂
（
李
三
錫
の
こ
と
、
李
花
篭
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